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東北地域における官学研究交流

特 集 の 趣 旨
平成１４年４月施行の改正土地改良法では，「環境との調和に配慮した事業の実施」などが新たに定められました。これは，農業

農村整備事業を農業だけでなく，一般住民も視野に入れ，広く地域全体に貢献していく事業へと大きく展開方向を変えるものです。

農業農村整備事業を取巻く情勢は，大きく変化しており，この変化に対応した事業を行っていくためには，事業に関する技術的，

社会的諸課題について，事業を実施している国や県などの行政とその地域に位置する大学が相互の立場から研究の交流を図り，連

携して社会資本の充実に取組むことが大切です。そこで，学会誌編集委員会では，「地域における官学研究交流」をテーマに，地

域が抱えている農業・農村に関わる諸課題について，官と学とが共同で問題解決に取組んでいる事例を取上げ，今後の取組みの一

助にしたいと考えました。

２． 秋田県における水質・生態系の改善対策に関する検討

真勢 徹・佐藤 敦・近藤 正

神宮字 寛・齋藤 敏勝・梅津 泰典

秋田県立大学（短期大学部・生物資源科学部）と東北農政局

西奥羽土地改良調査管理事務所および男鹿東部農地防災事業所

では，「東北農政局管内農業農村整備事業推進方策検討業務」の

枠組みの中で，

① 八郎潟残存湖に最も適した有用植物による資源循環型水

質浄化システムの構築に関する現地調査および文献調査

② 八郎潟干拓地水質予測モデルを用いた農業水利者への情

報提供による営農環境・環境影響量制御に向けた基礎的

研究

③ 雄物川流域におけるイバラトミヨ雄物型の生息分布域把

握調査

の３課題と取組んできた。それぞれの課題の目的，方法，これ

までの成果，今後の展望等について，概要報告する。

（農土誌７１―９，pp．９～１２，２００３）
持続的農業，環境保全，水質，閉鎖水域，生態系，絶滅

危惧種，ビオトープ

３． 砂丘畑の暗渠機能低下原因と対策

佐々木長市・角野 三好・加藤 幸・高松 英明

青森県の日本海岸に広がる屏風山砂丘地帯は，地下水位が高

く暗渠を施工している。この暗渠の吸水管閉塞が開畑当初より

問題になっていた。この原因と対策について，農林水産省と共

同で検討した。

その結果，沈殿物は鉄でかつ地下水中の鉄濃度は水面下２m
まで周年２０～４０mg/�以上と高いことが確認された。還元層
に吸水管を埋設することによって鉄の沈殿を防止した結果，管

内の鉄の沈殿量は約２年で既設のものの集積量の１/７以下と
なった。また，浸透水中への鉄の供給源調査のため，砂を飽和

状態にして砂中水の鉄濃度を測定した結果，１００mg/�以上の
濃度の水となることが確認された。

（農土誌７１―９，pp．１３～１６，２００３）
暗渠，砂丘畑，鉄，地下水，排水不良，水質

１． 東北地方のため池における環境整備の実態と課題

富樫千之・加藤 徹・田村孝浩・平野冨治・堀之内敏郎

東北地方のため池は約１万８千カ所，全国の約８％を占め，

地方別にみると８地方中４位にある。しかし，農業用水源とし

てため池に依存する度合いは比較的高く，東北地方においても

ため池は重要な用水源の一つである。

また，近年ため池は農業用水源としての機能のみならず，多

面的機能である親水・景観の保全，生態系の保全，利用保全や

池の個性を生かす環境整備が進められている。このため，ため

池に係る環境整備の実態や問題点の把握が重要である。そこ

で，東北地方のため池およびため池の環境整備の実態と課題に

ついて整理するとともに，ため池の利用保全を中心とした整備

事例を紹介した。

（農土誌７１―９，pp．５～８，２００３）
ため池，多面的機能，環境整備事業，環境保全

４． 粘質水田土壌における暗渠の排水効果に関する試験的検討

倉島 栄一・藤井 克己・櫛引 治光

柴生 茂夫・浅利 達朗

いさわ南部農地整備事業所管内に広く分布する粘質水田土壌

を対象として，２００２年夏期に暗渠排水の試験施工を行い，現地

観測を行った。この暗渠は水平施工の吸水渠に補助暗渠として

弾丸暗渠を組合わせたものである。

その結果，施工圃場における７５日間の暗渠排水量は，降雨

量の６８％であり，圃場における水収支の中で暗渠排水量が占

める割合が高いことが明らかになった。また，台風６号がもた

らした記録的な豪雨に対しても，きわめて有効であることが示

された。

貯留関数法を試験圃場に適用したところ，暗渠排水量ハイド

ログラフの再現性は，おおむね良好であった。

（農土誌７１―９，pp．１７～２０，２００３）
粘質水田土壌，暗渠，水平施工，台風６号，作土内水位，

心土内水位，貯留関数法
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（報 文）

内湖と循環灌漑による水質浄化

金木 亮一・中村 正久・泉 峰一・姫野 靖彦

内湖の水を循環利用して琵琶湖への流出負荷削減を図ってい

る彦根中部揚水機場を対象に，水量および水質の実測調査を

行った。その結果，内湖の浄化能については流入負荷量の影響

を強く受けており，多量の汚濁物質が内湖に流入すると沈殿な

どの自然浄化作用を受けやすくなることが判明した。浄化量は

晴天時よりも降雨時の方が，非灌漑期よりも灌漑期の方が多

かったが，浄化率については浄化量と異なる傾向を示す場合が

見られた。一方，循環灌漑による浄化量は再利用水量にほぼ比

例し，普通期に比べて代かき期は SSで４倍，BOD・COD・
T－Nで２倍，T－Pで３倍以上の浄化能を示した。

（農土誌７１―９，pp．３１～３６，２００３）
水質浄化，内湖，循環灌漑，浄化量，浄化率

（報 文）

石川県における暗渠排水工標準断面の改定について

村島 和男・山下 悟志・家元 雅夫

前川 久義・山岸 清二

石川県における暗渠排水工について，（１）疎水材，（２）掘削断

面（幅と深さ，掘削機），（３）表土厚さ，（４）排水効果の検証，

等に関する３年間の実態調査結果に基づいて新しい標準断面を

提示した。

その主要な改定は，雨水あるいは地表残留水の排水時の流れ

に注視して，暗渠溝の深さ（平均０．６m）と幅（０．２m），疎水
材の選定と十分な充填および施工管理の重要性を指摘した点で

ある。

さらに，この新断面によって施工した暗渠について，水田の

畑利用時における雨水の排除能力と地下水位の低下に関する排

水試験を半年間実施し，暗渠の排水の効果を確認した。

（農土誌７１―９，pp．３７～４１，２００３）
暗渠排水，疎水材，暗渠排水量，地下水位低下速度，技

術指針，施工管理

（講 座）

農業土木分野におけるフィールド計測技術（その２）

―水文計測技術；地下水流動編―

土原 健雄

農業土木分野における水文計測技術として，地下水流動調査

法，特にダム現場において用いられる調査手法について紹介す

る。ダムの地下水流動調査法としてはルジオン試験が一般的で

あり，軟岩や節理性の硬岩地盤においても試験が実施されてい

る。また今後は，ダムやため池の安全管理技術，老朽化診断技

術において重要性が増すであろうトレーサー試験について，そ

の実施手順や実施の際の留意点を示す。漏水調査におけるト

レーサー試験はその重要性は認識されているが，調査結果が公

表されることがあまりなく，参考となる資料も少ないのが現状

である。（独）農業工学研究所で行った実際の試験例について

も紹介を行う。

（農土誌７１―９，pp．４３～４９，２００３）
地下水流動調査，ダム，漏水，トレーサー試験，実施例

６． 青森県三沢市仏沼干拓地における環境教育牧場の創出

杉浦 俊弘・小林 裕志・堤 聰・津島 靖宏

仏沼干拓地は，耕作放棄のまま強制排水と火入れが３０年以

上続けられた結果，ヨシなどの湿生植物群落が成立し，絶滅危

惧種を含む多様な野生生物の生息地となった。ここを牧場にし

たい農民と土地買収で開発を阻止したい地元自然保護団体が地

域住民同士で対立した。青森県から委託された地元の大学が，

対立する両者を各種委員会に参加させて科学的なデータに基づ

いた議論をさせたところ，放牧地とビオトープが隣接する環境

教育牧場構想がまとまった。構想を実現する過程でたびたび対

立が生じたが，そのたびに大学と行政が連携をとることで解決

し，約１０年間かけて構想の一部を再編整備事業として実現さ

せた。

（農土誌７１―９，pp．２７～３０，２００３）
環境教育，自然保護，住民参加，環境アセスメント，モ

ニタリング

５． 最上川下流域の幹線用水路系における魚類採捕調査

大久保 博・前川 勝朗・石川 良太・森 淳・渡辺 一哉

幹線用水路に焦点をあてて，幹線用水路系が魚類生態系に果

たす役割を考えるための基礎となるデータを得るために山形県

内の国営事業管内で調査を行った。調査は投網を用いて行い，

落水前に２回，落水後に１回の頻度で実施した。調査の結果，１８

種（甲殻類２種を含む）１３０６個体が採捕された。排水路に比

べ用水路の魚種の多様性は高く，分水工上流および落差工下流

では魚の肥満度（Condition Factor）に有意な差が認められた。
タモロコ・ニゴイ・ギンブナは水路の末端部に分布し，アユや

ウグイは幹線水路全域で採捕された。ウグイは体長が小さなも

のが下流部に分布する傾向があった。

（農土誌７１―９，pp．２１～２６，２００３）
幹線用水路，魚類調査，肥満度，多様性，個体数密度，

魚種，定性調査


